閣議決定による「集団的自衛権の行使」容認に反対します

戦争を許さない署名
内閣総理大臣　安倍晋三　様

【趣旨】

安倍政権は、2013年12月、多くの反対の声を無視して、憲法の三原則である「国民主権」や「基本的人権」を侵害する「特定秘密保護法」を強行採決・成立させました。さらに、もう一つの原則「平和主義」を規定した憲法９条をも空文化する「解釈改憲による集団的自衛権行使容認」へと踏み込もうとしています。
安倍政権は、戦後69年間にわたって日本国が憲法の平和主義の理念のもと一人の戦死者を出さずにきたことに反し、「戦後レジームからの脱却」や「積極的平和主義」などの考えのもと、歴代内閣でこれまで築いてきた「集団的自衛権の行使は、許されない」との閣議決定を覆そうとしています。このままでは、自民党石破幹事長も認める「地球の裏側」まで、場所を問わず戦争に参加できる国となります。
そして何よりも問題なのは、歴代自民党政権の内閣法制局長官経験者が危惧・懸念しているように、集団的自衛権行使容認により、時の権力者が決断すればどんな戦争にも参加できることとなり、戦死者が出ることが想定されるにも関わらずその覚悟を国民に問わずに行おうとしていることです。さらに、集団的自衛権行使容認について、一内閣の閣議決定で変更することは立憲主義に反するものであり断じて許されるものではありません。
【要請項目】

１．「解釈改憲」による集団的自衛権行使容認を行わず、憲法９条の理念を活かすことを求めます。

２．戦争参加をすすめるあらゆる立法と政策に反対します。
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